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u ニ ー γu､+ f用
f用 - F (ち)/ 孤
とか こうo rは抵抗係数 ,F(ち)は rand_om forceであるO -F用が





< u(t)u(0)> ニ ーr<u(qu(0)> 七> 0
が得 らお るから､






u ニ γーu+ f摘 +Ⅹ(ち) (24.5)
であ-るとしようO一般的にいえば. Tや fが外力によって影響されることだっ




K(t) - LReXoeta)ち (24.6)
のように周期的であれば.･一･それに対するuのレスポンスは (24.5)の平均をとっ
て.
< 1拘 > - .A
Ko
T'+i(O eiwt= A 瑚 K｡ia'も
となるo 但し.random forceについて当然





















-瓦 (24.かからtO･uは fのPOWerSPeCtrun と哀 (日 .3)I,
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肯 ㌻ < u(七1+ T)u(七2+T)>- 0
であるか ら.特 K'
I




1imく潮 も)u(0)> -十 < uゝ キ 0
●
i> o





封も)〒イ T(ち- tJ)u(bJ).dtJ+ f(i)+K用/m (24.ユ9)
a
のように修正するoとこにⅩ(七梅 外耳 ･i(七日まrandom forceであるO後者
については (24.2)と(24.8),すなわち
く f持)> -0
<u(も1) f(七2)> 芸o tl< 七2
を仮定するOこの仮定によって.Kit)- 0なら
























m iw + r(Q)〕
(24.23)と照らし合せて再び (24.王0)
00
弼 _〒 去 fo<u(o)叫 )>e-iuもdt
が成立つことを知るO さらに.(24.ヱ4)あるいは (24.エ5)が
1 α〇



























fm葬 転も′,(もー t,)< u(tJ)u(0)>dt･
0 0
- r〔可 ノ㌘e-i如 くu(i)u(o)>d七0
--T〔W]ノ書 e-iwt<1(恥 to)> d七0
- ㍗〔項 <u2> - iwJ書e-iut<u(i)1i(0)>dH0
なることに注意すれば.(24.29)は ~
fw e-iwt<f(ち)i(0)> d七0

































- = (レ㌔,一 f )
∂ 七
に従がうo こ､1こに ( , )はPoissonカツコを表わすO(25.2)を





fo - C e- PK
とし. fを






一訂㌃ = igfJ- 叩 )(A,fo)
となるか ら. これを積分 して








(25.6)は簡単な意味をもっている｡ 時刻 も′で外力がデルタ函数 ,8(ち-t')
として与えられると.そのための分布函数の変化は
8f= - (A ,.f. )
となるO この変化はそれ以後 e遥 拝一七'Lcoぁらわされる自然運動として 七に至るo
F(七')ト-〇<甘く七)に Iinearな範囲ではこれ らを重ね合せればよいO それ
が (25.6)であるO
時刻 七で物理量Bを観測すると.その平衡値




















bA(+u) - T dT(A,f.)B用





pt - eTi-ftp , qt - e-ic2ftq
が Ham土工もon eq.














若 -去 〔1,i ,p]
〒 .icip-耶去 〔A ･'p]
ここ紅量子力学的なLio.71Villeope･raもoricfは






eiどもp … eHt/i罷peW tA石
であることに注意するo
po- c e薄k'
P = Po+ PJ
として -(25.13)をFの一次までで解けば (25.6)に相当して






























一青 〔A･po'-poJ‰ eふ㌔旨lu ･Aje-}YU0
- -pofPeん訂A e-LU~0
であるから.(25.10),(25.工7)紘
毎A(i)- βfdI.foAB(t)- β<i(o)叩 >
●
β
転 用 - I dスTrp｡e隼 左Ie-IuU叩0











































































･.i(ち)- -jlr(ち-i,)- )d七J +意 Fr e6･7)0
とかいて.これからすぐに求められる相関函数 ((71(0)u(ち)))が(24.26)の塵を
もつことを要求するば､この riiT t')はCz4._25)に現われた r〔a弓 に当り､






れをこの彩樗かくことは γ〔可 を rand.om forceのtCOTrelaもion"として
































A拘 - Ao(i)+ A'持U)

































に注意して (26.18)を解 くO 便宜のためラプラス変換を
fNe-iwtA調 d七 - A｡〔可0
等のように 〔W〕で表示すると.(26.18)のラプラス変換は























iQ7- (エー P ) i♂
irt･- (1-P)jr/I:
とおいたOしたがって､(26.21)を用い





















と等価である. ただし r洞 は r(a･〕のもd:の函数 ,f(i)も f〔a,〕に対するもの
である｡ ところで~(26.24)紘


















形 ,(26.27)に書かれること､その trandom.force'f国 とtfrictionタ'










この変形は､ random force i(qの定義を与えているO (26.26)紘
af(i)
d七 - (1-P)iよヲf(句 (26.32)
f(0)-A′机 - (1-P)A(0)
と等価である. f(i)の運動は t自然の運動 'iよヲではない｡それをAに垂直な
空間にいつも投影してゆく_運動である｡
上に言ったようにadmittanceを(26.23)の形vLかき.その 牧抵抗 '係数
T〔ぴ〕をtrandom'forceの COrrelation として表わすことは. fユucもth
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